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問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎（38）6866
中央公民館図書室　☎（25）1672
七城公民館図書室　☎（25）1580
旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

泗水図書館
不等辺三角形　　　　         　      　内田康夫　著
天国旅行　　　　　　　　　　      三浦しをん　著
モンスター　　　　　　　　　　      百田尚樹　著
おたふく　　　　　　　　　　　      山本一力　著
ギネス世界記録2010　　クレイグ・グレンディ　編
ビジュアル分解大図鑑　クリス・ウッドフォード　著
ぼくのかわいいおさるちゃん　ウルフ・ニルソン　著
もぐらバス　　　佐藤雅彦　原案・うちのますみ　絵
中央公民館図書室
もっと知りたいルノワール　　　          島田紀夫　著
どこに何があるか、すぐわかる収納術 　飯田久恵　著
再会　　　　　　　　　　　　　　　　 重松　清　著
時計坂の家　　　　　　　　　　　　 　高楼方子　著
ちか１００かいだてのいえ　　　　　 　岩井俊雄　著
七城公民館図書室
ガラスの巨塔　　　　　　　　　　　　 今井　彰　著
ブラックチェンバー　　　　　　　　　 大沢在昌　著
旭志公民館図書室
倒壊する巨塔（上・下）　 　ローレンス・ライト　著
モイモイのポッケ　　　　　　　    　　　H＠L・さく

耳より情報
菊池市中央公民館図書室の紹介
　こんにちは！中央公民館図書室です。昨年10月に第３庁舎１
階に移転し、以前よりも利用しやすくなりました。これからも、
皆さんに愛される図書室を目指して頑張っていきます。
　第２・４土曜日には、ボランティアグループの「きくちおはな
しの森」によるおはなし会が実施されています。絵本の読み聞か
せやパネルシアター、わらべうたなどたくさんの内容です。どな
たでも参加することができますので、ぜひお越しください。

開室日
　月曜日、水曜日、木曜日、金曜日　午前10時～午後６時
　土曜日、日曜日　　　　　　　　　午前10時～午後５時
閉室日　火曜日、第１日曜日・祝日・年末年始

貸出冊数　１人５冊まで
貸出期限　２週間以内
（中央公民館図書室）

これは「国民読書年」のロゴマー
クです。
国が読書に対する国民意識を高
めようと、2010年を「国民読書
年」と定め、いろんな取り組みを
進めています。
この機会に読書をしましょう。

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定へ掲載しています。

チリとチリリは２人姉妹。ある日、はらっぱで遊
んでいました。くさむらを抜けると、大きなシロ
ツメクサがあり、そこにハナバチがやってきまし
た。２人がついて行くと…。（打出文庫）（菊池）

スポーツインストラクターで、暗殺者という裏の顔
を持つ青豆。予備校教師で小説家を志す天吾。２
人を調べる財団法人専任理事の「牛河の物語」を加
え、物語は、さらに深い森の中へ。（七城）

赤毛でそばかすだらけの少女カーリーはおしゃべり
が大好き。ある日、転校生がやってきたのをきっか
けに奇想天外な出来事にまきこまれる。ハッピーエ
ンドでも少しゾッとさせられる物語。（旭志）

小説・エッセイなどの著作集。のちに妹によって
発見され、公開を憂慮されたラブレターや遺言状
なども収録。向田邦子の魅力を余すことなく味わ
える別巻２冊を含む全13巻。（泗水）

どいかや　作（アリス館）

村上春樹　著（新潮社）

アレックス・シアラー　著（求龍堂）

向田邦子　著（文芸春秋）

チリとチリリはらっぱのおはなし

１Ｑ84 BOOK３

13ヵ月と13週と13日と満月の夜

向田邦子全集

チリとチリリは２人姉妹。ある日、はらっぱで遊
んでいました。くさむらを抜けると、大きなシロ
ツメクサがあり、そこにハナバチがやってきまし
た。２人がついて行くと…。（打出文庫）（菊池）

司書の皆さん

文芸きくち参加者紹介

楽しく創作活動をしています

名　称　せせらぎ俳句会
活　動
と　き
　毎月第３土曜または第４土曜
　午後１時～
ところ　薬師公民館
紹　介　昭和20年代に合志文芸の中で
活動していたせせらぎ句会が、合志文芸廃刊後、俳句会として活動を続けて
いるものです。高校生から90歳を超える人まで、幅広い年代で俳句を楽し
んでいます。
俳句に興味のある人、入会をお待ちしています。
問い合わせ先　せせらぎ俳句会（藤本）　☎（38）4087
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